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1 はじめに

テーブルトップインタフェースの多くは，協調作業

の中でも全員で集合し，1つの作業に取り組む場合を

対象にしている．しかし協調作業はその他にも，個々

人が別れて個別作業を行い，必要に応じて情報を交換

する場合も存在する．吉原らの研究 [1] は, 各自の作

業の結果を，他のユーザに容易に提示することができ

る．しかし，テーブル上でできる操作は基本的に，他

の相手に自分の作業結果を提示することに限られてい

る．成冨らの研究 [2]は，ユーザ 1人 1人に資料を割

り当てられ，ユーザは自分に割り当てられた資料を自

由に操作することができる．しかし，テーブル上で資

料を閲覧しながらユーザが話し合いを行うためのシス

テムであるため，操作は資料の拡縮やページ送りのみ

である．これらのシステムは，共有作業のみを行う場

合に対応しており，個別作業はテーブル上以外の環境

で行う必要がある．

そこで本稿では，ユーザが動的に作業領域を設定

することが出来るシステムを提案する．これにより，

テーブル上で協調作業における個別作業と共有作業の

両方を行うことができる．

2 作業領域の動的な生成分割が可能なテーブルトッ

プインタフェースの提案

2.1 システム概要

本稿では，トレイと名付けた作業領域を，ユーザが

動的に生成・操作することができるシステムを提案す

る．提案システムの全体図を図 1に示す．表示されて

いる映像は，テーブル下に設置された PCによって処

理し，同じくテーブル下に設置されたプロジェクタに

よって投影している．

本システムではマルチタッチテーブルを用いている．

一方で，前述のトレイの操作法としてジェスチャ操作

を採用している．図右のユーザが行なっているように

テーブル上に手をかざすと，その手の真下に当たる位
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図 1: システム概要

置にジェスチャ用の丸いポインターが表示される．そ

の状態でユーザが手の高さや水平位置を移動させるこ

とによって，トレイの生成，削除といった操作をする

ことが出来る．このようにオブジェクトの操作とトレ

イの操作を区別することによって，ユーザがシステム

を利用する上で誤操作が発生する可能性を下げると同

時に，作業効率の向上を図っている．

2.2 トレイ

今回は，トレイを用いることの有用性を確かめる実

用例として，写真整理を行うアプリケーションを作成

した．それに伴ない，トレイの役割として「集めるト

レイ」「スライドショートレイ」「書けるトレイ」の 3

つを用意している．ユーザはジェスチャによってその

役割を変更することができる．

2.2.1 集めるトレイ

写真を集積するための「集めるトレイ」を図 2 に示

す. ユーザが写真を移動させ，このトレイの周囲の一

定範囲で写真を離すと，その写真が吸い寄せられトレ

イの中に収まる．このトレイの機能を利用して，写真

の集積を事が出来る．また，このトレイの中に写真を

まとめておくことで，写真の分類や整理を行うことが

出来る．このトレイを用いた作業が，協調作業におけ

る個人作業にあたる．
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図 2: 集めるトレイ

図 3: スライドショートレイ

2.2.2 スライドショートレイ

テーブル上とは別のモニタに写真を表示するため

の「スライドショートレイ」を図 3 に示す. このモー

ドにするとトレイは円形になり，トレイ上に置いた写

真がモニタ上でスライドショー再生される．スライド

ショー用のモニタ上では，トレイ上での並び通りに，

時計回りに画像が表示されていく．ユーザがトレイ上

の写真の並び替えや入れ替えを行うと，それに応じて

スライドショーでの表示順や表示内容も変更される．

また，中心に表示されている再生ボタンをタッチする

と，スライドショーの一時停止を行うことが出来る．

このトレイを用いることで，テーブルを囲んでいない

ユーザに対しても情報の共有を図ることができる．

2.2.3 書けるトレイ

手書きで線を引くといった編集作業が可能な「書け

るトレイ」を図 4 に示す. このトレイ上をタッチし，

そのまま指をスライドさせるとその軌跡に線が描画さ

れる．また，このモードの間は，トレイ上の写真の移

動は行われなくなる．このトレイを利用して，テーブ

ル上でのメモや，分類分けに応じたトレイ名などを書

き示しておくことが出来る．

2.3 ジェスチャ認識

システムはユーザのジェスチャを，テーブル上部に

設置した深度カメラ (Kinect)によって得られた座標と

深度の情報から認識する．深度カメラはテーブル上部

から，テーブルの天板を見下ろす形で設置されている．

図 4: 書けるトレイ

ユーザがテーブル上に手をかざすと，その手を深度カ

メラが捉えることができる．システムはジェスチャを

認識するために，深度カメラの捉えている映像を走査

し深度の値が小さい，つまり最も深度カメラに近い点

を調べる．システムはその点の座標や深度の変化から，

ユーザの行ったジェスチャを判断し，トレイの移動や

役割変更を行う．

3 実装

表 1にテーブルトップインターフェースを構築する

にあたって使用した部品とその仕様を示す．ジェスチャ

認識を行うための深度センサとして，Microsoft社の

Kinect を床面から 240cmの高さに設置している．

表 1: テーブルトップインターフェースを構築する部品
部品名 仕様
アクリル板 1200 × 800 × 10(mm)
赤外光透過Web カメラ Logicool webcam pro 9000
透明シリコン RTV-2 SLJ 3220
プロジェクタ BENQ MW811ST

4 まとめ

今回，ユーザが動的に作業領域を操作できることに

よって，円滑に協調作業を進めることができるシステ

ムを提案した．また，その一例として写真を整理する

アプリケーションを作成し，有用性を検証した．今後

は，操作に用いるジェスチャの検討を行い，より操作

性を向上させていきたい．
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